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[RefSeq #24tt. 20161 B]
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、ペプチダーゼM10ファミリーおよびマトリックスメタロプロテアーゼ（MMP）の膜型サブファミリーに属するタンパク質をコードしています。このファミリーに属するタンパク質は、胚発生、生殖、組織リモデリングといった正常な生理学的過程、ならびに関節炎や転移といった疾患過程における細胞外マトリックスの分解に関与しています。このサブファミリーに属するタンパク質は膜貫通ドメインを有しており、これらのタンパク質は分泌型ではなく細胞表面で発現していることを示唆しています。コードされているプレプロタンパク質は、タンパク質分解によって成熟プロテアーゼへと変換されます。このタンパク質は、膜型マトリックスメタロプロテアーゼの中で、グリコシルホスファチジルイノシトール（GPI）アンカーを介して細胞膜に固定されているという点で独特です。コードされているタンパク質の発現亢進は、変形性関節症および複数のヒト癌において観察されています。[RefSeq提供、2016年1月]
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	MT4-MMP ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用してマウス脳組織抽出物のウエスタンブロット分析を行いました。

